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(57)【要約】
【課題】ＯＬＥＤディスプレイパネル及びこれを用いた
ユーザの生体認識方法を提供する。
【解決手段】本発明のＯＬＥＤディスプレイパネルは、
基板と、基板の上に配置されて発光するＯＬＥＤ発光部
と、基板の上に配置されてＯＬＥＤ発光部で発光された
後に認識ターゲットによって反射された光を検出する可
視光センサと、を備え、可視光センサは、基板の上部面
に並ぶ水平方向にＯＬＥＤ発光部と水平に整列するよう
にＯＬＥＤ発光部に隣接する非発光領域に位置するか、
又は基板の上部面に垂直な垂直方向に非発光領域と垂直
に整列するように基板と非発光領域との間に位置する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の上に配置されて発光するＯＬＥＤ発光部と、
　前記基板の上に配置されて前記ＯＬＥＤ発光部で発光された後に認識ターゲットによっ
て反射された光を検出する可視光センサと、を備え、
　前記可視光センサは、前記基板の上部面に並ぶ水平方向に前記ＯＬＥＤ発光部と水平に
整列するように前記ＯＬＥＤ発光部に隣接する非発光領域に位置するか、又は前記基板の
上部面に垂直な垂直方向に前記非発光領域と垂直に整列するように前記基板と前記非発光
領域との間に位置することを特徴とするＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項２】
　前記可視光センサは、可視光線全領域の光を吸収するセンサであることを特徴とする請
求項１に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項３】
　前記可視光センサは、有機物質を含む有機光ダイオードであることを特徴とする請求項
１に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項４】
　前記可視光センサは、ａ－Ｓｉ基盤のＰ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ｐｏｌｙ－Ｓｉ基盤の
Ｐ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧＳ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ、Ｓｅ）光ダイオード、又はＣｄ
－Ｔｅ光ダイオードであることを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤディスプレイパネ
ル。
【請求項５】
　前記基板の上に配置されて赤外線領域の光を発光する赤外光発光部と、
　前記基板の上に配置されて前記赤外光発光部によって発光された後に認識ターゲットに
よって反射された光の少なくとも一部を検出する赤外光センサと、を更に含み、
　前記赤外光センサは、前記ＯＬＥＤ発光部に隣接する非発光領域に位置するか、又は前
記基板と前記非発光領域との間に位置することを特徴とする請求項１に記載のＯＬＥＤデ
ィスプレイパネル。
【請求項６】
　前記基板の上に配置されて前記ＯＬＥＤ発光部を含むＯＬＥＤ発光部アレイと、
　前記基板の上に配置されて前記可視光センサを含む可視光センサアレイと、を更に含み
、
　前記ＯＬＥＤ発光部アレイは、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの全体に亘る第１領域
に位置し、
　前記第１領域は、前記第１領域内に含まれる前記第１領域よりも小さい第２領域と、前
記第２領域から延びた領域である第３領域とを含み、
　前記可視光センサアレイは、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの前記第２領域に位置し
、
　前記可視光センサアレイは、前記ＯＬＥＤ発光部アレイの一つ以上のＯＬＥＤ発光部を
含んで前記可視光センサを含まない前記第３領域に位置しないことを特徴とする請求項１
に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項７】
　前記第１領域は、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの全体領域に亘って位置し、
　前記第２領域は、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの制限された領域に亘って位置し、
　前記第３領域は、前記第２領域の一つ以上の側面と前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの
一つ以上の縁との間に位置することを特徴とする請求項６に記載のＯＬＥＤディスプレイ
パネル。
【請求項８】
　前記第３領域は、前記第２領域を完全に囲んで前記第２領域の全ての側面と前記ＯＬＥ
Ｄディスプレイパネルの全てのエッジとの間に位置することを特徴とする請求項７に記載
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のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項９】
　前記基板の上に配置されて赤外線波長領域の光を発光する赤外光発光部を含む赤外光発
光部アレイと、
　前記基板の上に配置されて前記赤外光発光部で発光された後に認識ターゲットによって
反射された光の少なくとも一部を検出する赤外光センサアレイと、を更に含み、
　前記赤外光発光部アレイ及び前記赤外光センサアレイは、前記第１領域の少なくとも一
部分に位置することを特徴とする請求項６に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項１０】
　前記赤外光発光部アレイ及び前記赤外光センサアレイは、前記第２領域に位置しないこ
とを特徴とする請求項９に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項１１】
　前記赤外光発光部アレイ及び前記赤外光センサアレイは、前記第３領域に位置しないこ
とを特徴とする請求項９に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項１２】
　基板と、
　前記基板の上に配置されて赤波長領域の光を発光する赤ＯＬＥＤサブピクセル、緑波長
領域の光を発光する緑ＯＬＥＤサブピクセル、及び青波長領域の光を発光する青ＯＬＥＤ
サブピクセルを含む複数のＯＬＥＤサブピクセルを含むＯＬＥＤ発光部スタックと、
　前記基板の上に配置されて前記赤ＯＬＥＤサブピクセル、前記緑ＯＬＥＤサブピクセル
、及び前記青ＯＬＥＤサブピクセルのうちの少なくともいずれか一つによって発光された
後に認識ターゲットによって反射された光を検出する可視光センサと、を備え、
　前記可視光センサは、前記基板の上部面に並ぶように延びた水平方向に前記ＯＬＥＤ発
光部スタックの少なくとも一つの隣接するＯＬＥＤサブピクセルに水平に整列するように
前記ＯＬＥＤ発光部スタックに隣接する非発光領域に位置するか、又は前記基板の上部面
に垂直に延びた垂直方向に前記非発光領域と垂直に整列するように前記基板と前記ＯＬＥ
Ｄ発光部スタックに隣接する非発光領域との間に位置することを特徴とするＯＬＥＤディ
スプレイパネル。
【請求項１３】
　前記可視光センサは、可視光線全領域の光を吸収するセンサであることを特徴とする請
求項１２に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項１４】
　前記可視光センサは、有機物質を含む有機光ダイオードであることを特徴とする請求項
１２に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項１５】
　前記可視光センサは、ａ－Ｓｉ基盤のＰ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ｐｏｌｙ－Ｓｉ基盤の
Ｐ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧＳ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ、Ｓｅ）光ダイオード、又はＣｄ
－Ｔｅ光ダイオードであることを特徴とする請求項１２に記載のＯＬＥＤディスプレイパ
ネル。
【請求項１６】
　前記可視光センサは、前記ＯＬＥＤサブピクセルに一部オーバーラップすることを特徴
とする請求項１２に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項１７】
　前記可視光センサは、下部電極、可視光吸収層、及び上部電極を含む有機光ダイオード
であり、
　前記下部電極は、反射電極であり、
　前記上部電極は、透明電極であることを特徴とする請求項１２に記載のＯＬＥＤディス
プレイパネル。
【請求項１８】
　基板と、
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　前記基板上に配置された駆動スタックと、
　前記駆動スタック上に配置されたＯＬＥＤ発光部スタックと、を備え、
　前記ＯＬＥＤ発光部スタックは、発光する複数のサブピクセル及び可視光センサを含み
、
　前記複数のサブピクセルは、赤ＯＬＥＤサブピクセル、緑ＯＬＥＤサブピクセル、及び
青ＯＬＥＤサブピクセルを含み、
　前記可視光センサは、前記サブピクセルで発光された後に認識ターゲットによって反射
された光の少なくとも一部を検出し、
　前記可視光センサは、前記基板の上部面に並ぶ水平方向に少なくとも一つの前記ＯＬＥ
Ｄサブピクセルと水平に整列するように前記ＯＬＥＤ発光部スタックに隣接する非発光領
域に位置するか、又は前記緑ＯＬＥＤサブピクセルに位置することを特徴とするＯＬＥＤ
ディスプレイパネル。
【請求項１９】
　前記可視光センサは、可視光線全領域の光を吸収するセンサであることを特徴とする請
求項１８に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項２０】
　前記可視光センサは、有機物質を含む有機光ダイオードであることを特徴とする請求項
１８に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項２１】
　前記可視光センサは、ａ－Ｓｉ基盤の光ダイオード、Ｐ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧ
Ｓ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ、Ｓｅ）ダイオード、又はＣｄ－Ｔｅダイオードであることを特徴
とする請求項１８に記載のＯＬＥＤディスプレイパネル。
【請求項２２】
　前記可視光センサは、下部電極、可視光吸収層、及び上部電極を含む有機光ダイオード
であり、
　前記下部電極は、反射電極であり、
　前記上部電極は、半透過電極であることを特徴とする請求項１８に記載のＯＬＥＤディ
スプレイパネル。
【請求項２３】
　請求項１乃至２２のいずれか一項に記載のＯＬＥＤディスプレイパネルを含むことを特
徴とする表示装置。
【請求項２４】
　ＯＬＥＤディスプレイパネルを含む表示装置におけるユーザの生体認識方法であって、
　ＯＬＥＤ発光部がオンされており、前記表示装置に対するユーザアクセスが不可能であ
り、認識ターゲットが前記ＯＬＥＤディスプレイパネルに近接しているとの判断により、
前記ＯＬＥＤ発光部を駆動して光を発光し、可視光センサを駆動して前記ＯＬＥＤ発光部
で発光された後にユーザの認識ターゲットによって反射された光の少なくとも一部を検出
する段階と、
　認識対象イメージと前記認識ターゲットのイメージとの比較により前記認識ターゲット
の認識が完了したとの判断により、前記可視光センサをオフして前記表示装置に対するユ
ーザアクセスを許可してイメージを表示するように前記ＯＬＥＤ発光部を駆動する段階と
、を有することを特徴とするユーザの生体認識方法。
【請求項２５】
　前記認識ターゲットが前記ＯＬＥＤディスプレイパネルに近接しているとの判断は、前
記ＯＬＥＤディスプレイパネルのタッチセンサから信号を受信することに基づいて判断さ
れることを特徴とする請求項２４に記載のユーザの生体認識方法。
【請求項２６】
　前記ＯＬＥＤ発光部を駆動する段階は、前記ＯＬＥＤ発光部の一部を選択的に駆動する
段階を含み、
　前記可視光センサを駆動する段階は、前記可視光センサの一部を選択的に駆動する段階
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を含むことを特徴とする請求項２４に記載のユーザの生体認識方法。
【請求項２７】
　前記認識ターゲットが前記ＯＬＥＤディスプレイパネルに近接しているとの判断は、前
記ＯＬＥＤディスプレイパネルのタッチセンサからの信号、制限された領域を示す信号、
及び前記認識ターゲットに接触する前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの面積に基づいて判
断され、
　前記ＯＬＥＤ発光部を駆動する段階は、前記認識ターゲットが接触しているとの判断に
より制限された領域に垂直に重なる前記ＯＬＥＤ発光部の一部を選択的に駆動する段階を
含み、
　前記可視光センサを駆動する段階は、前記認識ターゲットが接触しているとの判断によ
り制限された領域に垂直に重なる前記可視光センサの一部を選択的に駆動する段階を含む
ことを特徴とする請求項２６に記載のユーザの生体認識方法。

 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光ダイオードパネルに関し、より詳細には、生体認識が可能であるよ
うに可視光センサが埋め込まれた有機発光ダイオードパネル及びこれを含む表示装置並び
にこれを用いたユーザの生体認識方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）は、輝度、駆動電圧、及び応答速度の特性に優れ、カ
ラー映像の実現が可能である長所を有しており、多様な表示装置に適用されている。
【０００３】
　一方、最近では、金融、ヘルスケア、モバイルなどを中心に人間の特定の生体情報や行
動特徴情報を自動化した装置で抽出して本人を認証する生体認識技術を実現した表示装置
に対する要求も増大している。特にスマートフォンの先端企業による指紋や虹彩認識技術
への適用は生体認識技術の耳目を集中させている。
【０００４】
　アップル社は、半導体指紋認識センサ製造会社のＡｕｔｈｅｎＴｅｃｈを買収した後、
アイフォン（登録商標）やアイパッド（登録商標）に指紋認識センサを持続的に搭載して
いる。ＵＳ２０１５－０３３１５０８にもＯＬＥＤ発光部と同一平面上に指紋認識のため
の近赤外線センサを形成する技術を開示している。即ち、指紋認識をするためには別途の
近赤外線発光部及び近赤外線検出部を形成しなければならない。ＵＳ２０１５－０３３１
５０８では近赤外線発光部及び近赤外線検出部をＯＬＥＤ発光部と同一平面上に形成して
おり、近赤外線発光部及び近赤外線検出部がない従来のＯＬＥＤ発光部に比べて開口率が
減少する。ＯＬＥＤ発光部の開口率が減少すると、表示面積が小さいスマートフォンのよ
うなモバイル表示装置において表示特性に大きい影響を及ぼす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１８－７３４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、ＯＬＥ
Ｄ発光部の開口率に影響を及ぼさないか又は影響を最小化し、且つ生体認識が可能な可視
光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネル及びこれを含む表示装置並びにこれを用いたユ
ーザの生体認識方法を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）ディスプレイパネルは、基板と、前記基板の上に配置されて発光するＯＬＥＤ発光部
と、前記基板の上に配置されて前記ＯＬＥＤ発光部で発光された後に認識ターゲットによ
って反射された光を検出する可視光センサと、を備え、前記可視光センサは、前記基板の
上部面に並ぶ水平方向に前記ＯＬＥＤ発光部と水平に整列するように前記ＯＬＥＤ発光部
に隣接する非発光領域に位置するか、又は前記基板の上部面に垂直な垂直方向に前記非発
光領域と垂直に整列するように前記基板と前記非発光領域との間に位置する。
【０００８】
　前記可視光センサは、可視光線全領域の光を吸収するセンサであり得る。
　前記可視光センサは、有機物質を含む有機光ダイオードであり得る。
　前記可視光センサは、ａ－Ｓｉ基盤のＰ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ｐｏｌｙ－Ｓｉ基盤の
Ｐ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧＳ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ、Ｓｅ）光ダイオード、又はＣｄ
－Ｔｅ光ダイオードであり得る。
　前記ＯＬＥＤディスプレイパネルは、前記基板の上に配置されて赤外線領域の光を発光
する赤外光発光部と、前記基板の上に配置されて前記赤外光発光部によって発光された後
に認識ターゲットによって反射された光の少なくとも一部を検出する赤外光センサと、を
更に含み、前記赤外光センサは、前記ＯＬＥＤ発光部に隣接する非発光領域に位置するか
、又は前記基板と前記非発光領域との間に位置し得る。
　前記ＯＬＥＤディスプレイパネルは、前記基板の上に配置されて前記ＯＬＥＤ発光部を
含むＯＬＥＤ発光部アレイと、前記基板の上に配置されて前記可視光センサを含む可視光
センサアレイと、を更に含み、前記ＯＬＥＤ発光部アレイは、前記ＯＬＥＤディスプレイ
パネルの全体に亘る第１領域に位置し、前記第１領域は、前記第１領域内に含まれる前記
第１領域よりも小さい第２領域と、前記第２領域から延びた領域である第３領域とを含み
、前記可視光センサアレイは、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの前記第２領域に位置し
、前記可視光センサアレイは、前記ＯＬＥＤ発光部アレイの一つ以上のＯＬＥＤ発光部を
含んで前記可視光センサを含まない前記第３領域に位置しなくてもよい。
　前記第１領域は、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの全体領域に亘って位置し、前記第
２領域は、前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの制限された領域に亘って位置し、前記第３
領域は、前記第２領域の一つ以上の側面と前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの一つ以上の
縁との間に位置し得る。
　前記第３領域は、前記第２領域を完全に囲んで前記第２領域の全ての側面と前記ＯＬＥ
Ｄディスプレイパネルの全てのエッジとの間に位置し得る。
　前記ＯＬＥＤディスプレイパネルは、前記基板の上に配置されて赤外線波長領域の光を
発光する赤外光発光部を含む赤外光発光部アレイと、前記基板の上に配置されて前記赤外
光発光部で発光された後に認識ターゲットによって反射された光の少なくとも一部を検出
する赤外光センサアレイと、を更に含み、前記赤外光発光部アレイ及び前記赤外光センサ
アレイは、前記第１領域の少なくとも一部分に位置し得る。
　前記赤外光発光部アレイ及び前記赤外光センサアレイは、前記第２領域に位置しなくて
もよい。
　前記赤外光発光部アレイ及び前記赤外光センサアレイは、前記第３領域に位置しなくて
もよい。
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明の他の態様によるＯＬＥＤディスプレイパネ
ルは、基板と、前記基板の上に配置されて赤波長領域の光を発光する赤ＯＬＥＤサブピク
セル、緑波長領域の光を発光する緑ＯＬＥＤサブピクセル、及び青波長領域の光を発光す
る青ＯＬＥＤサブピクセルを含む複数のＯＬＥＤサブピクセルを含むＯＬＥＤ発光部スタ
ックと、前記基板の上に配置されて前記赤ＯＬＥＤサブピクセル、前記緑ＯＬＥＤサブピ
クセル、及び前記青ＯＬＥＤサブピクセルのうちの少なくともいずれか一つによって発光
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された後に認識ターゲットによって反射された光を検出する可視光センサと、を備え、前
記可視光センサは、前記基板の上部面に並ぶように延びた水平方向に前記ＯＬＥＤ発光部
スタックの少なくとも一つの隣接するＯＬＥＤサブピクセルに水平に整列するように前記
ＯＬＥＤ発光部スタックに隣接する非発光領域に位置するか、又は前記基板の上部面に垂
直に延びた垂直方向に前記非発光領域と垂直に整列するように前記基板と前記ＯＬＥＤ発
光部スタックに隣接する非発光領域との間に位置する。
【００１０】
　前記可視光センサは、可視光線全領域の光を吸収するセンサであり得る。
　前記可視光センサは、有機物質を含む有機光ダイオードであり得る。
　前記可視光センサは、ａ－Ｓｉ基盤のＰ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ｐｏｌｙ－Ｓｉ基盤の
Ｐ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧＳ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ、Ｓｅ）光ダイオード、又はＣｄ
－Ｔｅ光ダイオードであり得る。
　前記可視光センサは、前記ＯＬＥＤサブピクセルに一部オーバーラップし得る。
　前記可視光センサは、下部電極、可視光吸収層、及び上部電極を含む有機光ダイオード
であり、前記下部電極は、反射電極であり、前記上部電極は、透明電極であり得る。
【００１１】
　上記目的を達成するためになされた本発明の更に他の態様によるＯＬＥＤディスプレイ
パネルは、基板と、前記基板上に配置された駆動スタックと、前記駆動スタック上に配置
されたＯＬＥＤ発光部スタックと、を備え、前記ＯＬＥＤ発光部スタックは、発光する複
数のサブピクセル及び可視光センサを含み、前記複数のサブピクセルは、赤ＯＬＥＤサブ
ピクセル、緑ＯＬＥＤサブピクセル、及び青ＯＬＥＤサブピクセルを含み、前記可視光セ
ンサは、前記サブピクセルで発光された後に認識ターゲットによって反射された光の少な
くとも一部を検出し、前記可視光センサは、前記基板の上部面に並ぶ水平方向に前記少な
くとも一つのＯＬＥＤサブピクセルと水平に整列するように前記ＯＬＥＤ発光部スタック
に隣接する非発光領域に位置するか、又は前記緑ＯＬＥＤサブピクセルに位置する。
【００１２】
　前記可視光センサは、可視光線全領域の光を吸収するセンサであり得る。
　前記可視光センサは、有機物質を含む有機光ダイオードであり得る。
　前記可視光センサは、ａ－Ｓｉ基盤の光ダイオード、Ｐ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧ
Ｓ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ、Ｓｅ）ダイオード、又はＣｄ－Ｔｅダイオードであり得る。
　前記可視光センサは、下部電極、可視光吸収層、及び上部電極を含む有機光ダイオード
であり、前記下部電極は、反射電極であり、前記上部電極は、半透過電極であり得る。
【００１３】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による表示装置は、前記ＯＬＥＤデ
ィスプレイパネルを含む。
【００１４】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様によるユーザの生体認識方法は、Ｏ
ＬＥＤディスプレイパネルを含む表示装置におけるユーザの生体認識方法であって、ＯＬ
ＥＤ発光部がオンされており、前記表示装置に対するユーザアクセスが不可能であり、認
識ターゲットが前記ＯＬＥＤディスプレイパネルに近接しているとの判断により、前記Ｏ
ＬＥＤ発光部を駆動して光を発光し、可視光センサを駆動して前記ＯＬＥＤ発光部で発光
された後にユーザの認識ターゲットによって反射された光の少なくとも一部を検出する段
階と、認識対象イメージと前記認識ターゲットのイメージとの比較により前記認識ターゲ
ットの認識が完了したとの判断により、前記可視光センサをオフして前記表示装置に対す
るユーザアクセスを許可してイメージを表示するように前記ＯＬＥＤ発光部を駆動する段
階と、を有する。
【００１５】
　前記認識ターゲットが前記ＯＬＥＤディスプレイパネルに近接しているとの判断は、前
記ＯＬＥＤディスプレイパネルのタッチセンサから信号を受信することに基づいて判断さ
れ得る。
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　前記ＯＬＥＤ発光部を駆動する段階は、前記ＯＬＥＤ発光部の一部を選択的に駆動する
段階を含み、前記可視光センサを駆動する段階は、前記可視光センサの一部を選択的に駆
動する段階を含み得る。
　前記認識ターゲットが前記ＯＬＥＤディスプレイパネルに近接しているとの判断は、前
記ＯＬＥＤディスプレイパネルのタッチセンサからの信号、制限された領域を示す信号、
及び前記認識ターゲットに接触する前記ＯＬＥＤディスプレイパネルの面積に基づいて判
断され、前記ＯＬＥＤ発光部を駆動する段階は、前記認識ターゲットが接触しているとの
判断により制限された領域に垂直に重なる前記ＯＬＥＤ発光部の一部を選択的に駆動する
段階を含み、前記可視光センサを駆動する段階は、前記認識ターゲットが接触していると
の判断により制限された領域に垂直に重なる前記可視光センサの一部を選択的に駆動する
段階を含み得る。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ＯＬＥＤ発光部を可視光センサの光源ソースとして用いることによっ
て生体認識のための別途の光源ソースを形成する必要がなくなるため、ＯＬＥＤ発光部の
開口率低下を防止することができる。
　また、可視光センサをＯＬＥＤ発光部の開口率に影響を及ぼさない非発光領域内に形成
するか、非発光領域の下部に積層構造で形成するか、又は緑ピクセル領域に形成すること
によって、ＯＬＥＤ発光部の開口率を１００％に維持するか又は開口率の減少を減らすこ
とができる。
　また、生体認識センサとして可視光センサを用いるため、入射する光量を最大にするこ
とができ、生体認識の正確度又は効率を向上させることができる。
　更に、可視光センサを有機物質で形成するため、曲げられるか又は伸縮性を有するよう
に製作することができる。従って、フレキシブル表示装置の実現が容易になり、表示装置
の携帯性及び汎用性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一実施形態による可視光センサ埋込有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレ
イパネルの発光部のピクセルレイアウトを示す概略図である。
【図２】一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルの断面図である
。
【図３】可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルの動作アルゴリズムを説明するた
めのフローチャートである。
【図４】一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを用いて生体認
識、具体的に指紋認識をする動作を説明するための概略図である。
【図５】各ＯＬＥＤサブピクセル及び可視光センサの読み出し回路を示す図である。
【図６】指紋認識動作及びディスプレイ表示をするためのタイミング図である。
【図７】他の実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルの発光部のピ
クセルレイアウトを示す概略図である。
【図８】他の実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルの断面図であ
る。
【図９Ａ】一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを含むモバイ
ル表示装置の概略図である。
【図９Ｂ】一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを含むモバイ
ル表示装置の概略図である。
【図９Ｃ】一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを含むモバイ
ル表示装置の概略図である。
【図１０】一実施形態によるタッチセンサを含む可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイ
パネルを示す断面図である。
【図１１Ａ】一実施形態による赤外光発光部及び赤外光センサを含む可視光センサ埋込Ｏ
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ＬＥＤディスプレイパネルを示す断面図である。
【図１１Ｂ】一実施形態による赤外光発光部及び赤外光センサを含む可視光センサ埋込Ｏ
ＬＥＤディスプレイパネルを示す断面図である。
【図１１Ｃ】一実施形態による赤外光発光部及び赤外光センサを含む可視光センサ埋込Ｏ
ＬＥＤディスプレイパネルを示す断面図である。
【図１２】一実施形態による他の光センサの構成を有する可視光センサ埋込ＯＬＥＤディ
スプレイパネルを示す概略図である。
【図１３】一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを含む表示装
置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための形態の具体例を、図面を参照しながら詳細に説明する。
しかし、本発明の実施形態は、様々な異なる形態で実現することができ、ここで説明する
実施形態に限定されない。
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態による可視光センサ埋込有機発光ダイオード
（ＯＬＥＤ）ディスプレイパネルを説明する。
【００２０】
　図１は、一実施形態による可視光センサ埋込有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプ
レイパネルの発光部のピクセルレイアウトを示す概略図であり、図２は、一実施形態によ
る可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルの断面図である。
【００２１】
　図１及び図２を参照すると、本実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイ
パネル（以下「ＯＬＥＤディスプレイパネル」という）１０００は、ＯＬＥＤ発光部スタ
ック３００の下部に可視光センサスタック２００が積層された積層型パネルである。
【００２２】
　図１、図２、図４、図７、及び図８のうちの少なくとも一つに示すように、ＯＬＥＤデ
ィスプレイパネル１０００は、基板１１０、基板１１０の上にＯＬＥＤ発光部スタック３
００、基板１１０の上に少なくとも一つの可視光センサ２１０を含む。ＯＬＥＤ発光部ス
タック３００は、光３３０を発光する一つ以上のＯＬＥＤ３１０を含む。各ＯＬＥＤ３１
０は、以下で簡単に、光３３０を発光するＯＬＥＤ発光部、又はＯＬＥＤ発光部と言及す
る。可視光センサ２１０は、ＯＬＥＤ３１０で発光された光３３０の少なくとも一部のう
ちから認識ターゲットによって反射された光２４５の少なくとも一部を感知する。
【００２３】
　ＯＬＥＤ発光部スタック３００において、それぞれ異なる波長の色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を発
光するサブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）は、一つの単位ピクセル（Ｐｘ）
（以下、「ピクセル」という）を構成し、このような単位ピクセル（Ｐｘ）が行列のよう
なパターンで繰り返して配列される。サブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）は
、それぞれ異なる波長の光を発光するＯＬＥＤ３１０を含んでＯＬＥＤ３１０により定義
され、これにより、サブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）は、それぞれ異なる
波長領域の光を発光する。例えば、赤サブピクセル３１０Ｒは赤波長領域の光（以下「赤
光」という）３３０を発光するＯＬＥＤ３１０により定義され、緑サブピクセル３１０Ｇ
は緑波長領域の光（以下「緑光」という）３３０を発光するＯＬＥＤ３１０により定義さ
れ、青サブピクセル３１０Ｂは青波長領域の光（以下「青光」という）３３０を発光する
ＯＬＥＤ３１０により定義される。
【００２４】
　図１は、一つのピクセル（Ｐｘ）がＲＧＢＧで構成されたペンタイル（Ｐｅｎｔｉｌｅ
　Ｍａｔｒｉｘ）タイプのレイアウトを示す。ペンタイルタイプのレイアウトは、一つの
ピクセル（Ｐｘ）に、二つの緑サブピクセル３１０Ｇ、一つの青サブピクセル３１０Ｂ、
及び一つの赤サブピクセル３１０Ｒを含む。
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【００２５】
　図１に示すように、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のＯＬＥＤピクセルアレイは
、赤サブピクセル３１０Ｒのアレイ、青サブピクセル３１０Ｂのアレイ、及び緑サブピク
セル３１０Ｇのアレイを含む。各アレイは、各サブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｂ、３１
０Ｇ）の別途のパターンを定義する。所定のサブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０
Ｂ）は、ＯＬＥＤ３１０を含まない。例えば、以下で図７及び８を参照して説明するよう
に、可視光センサ２１０は、所定のサブピクセルでＯＬＥＤ３１０を代替する。図１及び
２を参照すると、ＯＬＥＤ３１０は水平方向に互いに離れている（例えばＸ方向及び／又
はＹ方向）。ＯＬＥＤ発光部スタック３００内のＯＬＥＤ３１０に隣接する領域はＯＬＥ
Ｄ発光部スタック３００の非発光領域（ｎｏｎ－ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｒｅｇ
ｉｏｎ）８００を形成し、各ピクセル（Ｐｘ）は一つ以上のＯＬＥＤ３１０及びこれに隣
接する非発光領域８００を含む。非発光領域８００は、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０
００のピクセルアレイで、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のピクセル（Ｐｘ）のＯ
ＬＥＤ３１０を囲む連続領域である。ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の非発光領域
は絶縁層（３５０、３６０）を含み、絶縁層（３５０、３６０）は光が通過するように少
なくとも一部が透明である。これにより、反射された光２４５は、非発光領域８００を介
してＯＬＥＤ発光部スタック３００を通過する。
【００２６】
　ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のピクセル（Ｐｘ）は、ＯＬＥＤ発光部スタック
３００の対応するピクセル（Ｐｘ）と同じ水平境界（例えばＸ及びＹ方向）を有する。一
例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００及び／又はＯＬＥＤ発光部スタック３０
０で、ピクセル（Ｐｘ）及び／又はサブピクセルは一つ以上のパターン又はマトリックス
で配列される。
【００２７】
　図１及び図２では、各ＯＬＥＤサブピクセル（Ｓｕｂ－Ｐｘ）の間の非発光領域８００
を通して反射光２４５の検出が可能なように、非発光領域８００の下部に可視光センサ２
１０が配置される。図２では、サブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）と可視光
センサ２１０とが垂直方向（Ｚ方向）に一部重なるように例示している。従って、図１及
び図２に示すように、可視光センサ２１０は、ＯＬＥＤ発光部スタック３００の非発光領
域８００と基板１１０との間に位置する。
【００２８】
　図１及び図２に例示するＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、画面解像度が２９６
０×１４４０（ＷＱＨＤ）以上の高解像度パネルであり、サブピクセル（Ｓｕｂ－Ｐｘ）
の間の開口率が４％である場合に適合する。しかし、本発明のＯＬＥＤディスプレイパネ
ル１０００は、必ずしも本解像度及び開口率に制限されるものではない。
【００２９】
　ＯＬＥＤ発光部スタック３００は、イメージをディスプレイするための領域であると同
時に生体認識のための光を発光する領域である。ＯＬＥＤ発光部スタック３００は、有機
発光層３１１と、有機発光層３１１の上下部にそれぞれ形成された第１電極３１３及び第
２電極３１５とからなるＯＬＥＤ３１０を含む。
【００３０】
　有機発光層３１１は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、及び青（Ｂ）のうちのいずれか一つを固有
の基板の前面に、即ち可視光センサスタック２００の逆方向に光３３０を発光する多様な
有機材料を含む。例えば、有機発光層３１１は、所定波長領域の可視光を発光する公知の
発光物質を含み、例えば蛍光物質、燐光物質、又はＴＡＤＦを含む。公知の発光物質は、
Ｉｒ錯化合物、Ｐｔ錯化合物、Ｏｓ錯化合物、及びＰｄ錯化合物のような金属錯化合物、
アントラセン（青）、Ａｌｑ３（緑）、ＤＣＭ（赤）、又はこれらの組み合わせを含むが
、これらに限定されるものではない。
【００３１】
　第１電極３１３及び第２電極３１５のうちのいずれか一つは駆動電圧線（Ｖｄｄ）及び
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出力端（Ｏｕｔ　Ｐｕｔ）に接続されてアノードとして作用し、他の一つは共通電圧（Ｖ
ｓｓ）に接続されてカソードとして作用する。有機発光層３１１の発光の光が外部によく
表示されるようにするために、第２電極３１５は透過電極で約１００ｎｍ以下の厚さで形
成される。例えば、第２電極３１５は、ＭｇＡｇ、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ｔｉ
Ｎ、Ｎｉ、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＡｌＺＯ、ＡｌＴＯなどで形成される。第１電極３１３は反
射電極で形成される。このように第１電極３１３を反射電極で形成することによって、Ｏ
ＬＥＤ３１０の発光効率をより向上させることができる。例えば、第１電極３１３は、Ａ
ｌ、Ａｇ、Ｍｏ、ＡｌＮｄ、Ｍｏ／Ａｌ／Ｍｏ、ＴｉＮ、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＴＯ、ＩＴＯ
／Ａｌ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ｍｏ／ＩＴＯなどで形成される。第１電極３１３は、下部の可
視光センサスタック２００への光の入光を自由にするために透過電極で形成される。好ま
しくは透過度が８０％以上になる透過電極で形成する。例えば、第１電極３１３は、ＩＴ
Ｏ、ＩＺＯ、ＡｌＺＯ、ＡｌＴＯなどで形成される。
【００３２】
　可視光センサスタック２００は、可視光吸収層２１１と、それぞれ上下部の第１電極２
１３及び第２電極２１５とを含む有機光ダイオードである。特に可視光吸収層２１１は可
視光線全領域に亘って可視光を吸収する有機物質を含む。例えば、スクアライン（ｓｑｕ
ａｒａｉｎｅ）系、Ｄ－π－Ａ系、ボディパイ（Ｂｏｄｉｐｙ）系、フタロシアニン（Ｐ
ｈｔｈａｌｏｃｙａｎｉｎｅ）系などの物質で可視光吸収に適切なあらゆる物質が使用さ
れる。
【００３３】
　第１電極２１３及び第２電極２１５のうちのいずれか一つは、駆動電圧線（Ｖｄｄ）及
び出力端（Ｏｕｔ　Ｐｕｔ）に接続されてアノードとして作用し、他の一つは共通電圧（
Ｖｓｓ）に接続されてカソードとして作用する。第１電極（下部電極）２１３は、反射電
極で形成することによって可視光センサ２１０のセンシング効率をより向上させることが
できる。例えば、第１電極（下部電極、２１３）は、Ａｌ、Ａｇ、Ｍｏ、ＡｌＮｄ、Ｍｏ
／Ａｌ／Ｍｏ、ＴｉＮ、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ａｌ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ｍｏ／
ＩＴＯなどで形成される。第２電極（上部電極）２１５は、透明電極で形成することによ
って入光する光が最大限可視光吸収層２１１に吸収されるようにする。例えば、第２電極
（上部電極）２１５は、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＡｌＺＯ、Ａｇナノワイヤ、グラフェン、ＣＮ
Ｔなどで形成される。
【００３４】
　可視光センサスタック２００は、有機光ダイオードの他に、シリコン光ダイオード又は
量子ドット光ダイオードであり得る。
【００３５】
　可視光センサスタック２００は、絶縁層（２４０、２５０）を含む。可視光センサ２１
０の一部は、絶縁層２４０の上に形成されてもよく、絶縁層２４０内に形成されてもよい
。絶縁層２５０は絶縁層２４０及び可視光センサ２１０の上に形成される。
【００３６】
　図２を参照すると、所定のピクセル（Ｐｘ）は、ＯＬＥＤ発光部スタック３００の非発
光領域８００に垂直に配置された複数の可視光センサ２１０を含む。
【００３７】
　図１を参照すると、可視光センサスタック２００は、ピクセル（Ｐｘ）のＯＬＥＤ発光
部スタック３００の隣接するＯＬＥＤ３１０の間に連続して延びる非発光領域８００に垂
直配置（垂直オーバーラップ）された可視光センサ２１０を含む。図１に示すように、Ｏ
ＬＥＤ３１０がペンタイルマトリックスに配列される場合、ピクセル（Ｐｘ）の非発光領
域８００はハッチ形状（＃）を有し、可視光センサスタック２００はハッチ形状（＃）に
配列された可視光センサ２１０を含み、ハッチ形状（＃）に配列された可視光センサ２１
０はハッチ形状（＃）の非発光領域８００に垂直配置（垂直オーバーラップ）される。
【００３８】
　この時、各ピクセル（Ｐｘ）は、別個の可視光センサ２１０を含むため、隣接するピク



(12) JP 2020-92080 A 2020.6.11

10

20

30

40

50

セル（Ｐｘ）の可視光センサ２１０は、水平方向に互いに直接接触するものから隔離され
る。ハッチ形状に配列された可視光センサ２１０は、一つ以上のＯＬＥＤ３１０の少なく
とも一部に垂直に重なるギャップ（ｇａｐ）を含む。図２では、ＯＬＥＤ発光部スタック
３００の所定のピクセル（Ｐｘ）の下に２個の別個の可視光センサ２１０を示したが、Ｏ
ＬＥＤディスプレイパネル１０００のピクセル（Ｐｘ）は、追加で別個の可視光センサを
含み得る。一つ以上の可視光センサ２１０の少なくとも一部は、一つ以上の非発光領域８
００に垂直に重なることに加えて水平に延び、これにより、一つ以上の可視光センサ２１
０は、ＯＬＥＤ発光部スタック３００の一つ以上のＯＬＥＤ３１０に少なくとも部分的に
垂直に（例えばＺ方向）重なる。
【００３９】
　駆動部１００（又は、以下「駆動スタック」ともいう）は、ＯＬＥＤ発光スタック３０
０及び可視光センサスタック２００の発光及び受光の機能を阻害しないように基板１１０
と可視光センサスタック２００との間に配置される。
【００４０】
　駆動部１００は、基板１１０上に形成され、上部の可視光センサスタック２００及びＯ
ＬＥＤスタック３００の電気的信号を入出力するための多様なトランジスタアレイ（１２
０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）及び多層配線層１４０が形成された層間絶縁膜１５０を含む
。
【００４１】
　ＯＬＥＤ用トランジスタアレイ１２０ａ及び可視光センサ用トランジスタアレイ１２０
ｂは同一平面上に形成され得る。同一平面上に形成される場合、それぞれのトランジスタ
アレイ（１２０ａ、１２０ｂ）の形成工程を同時に行うことができ、他の平面上に形成す
る場合に比べて追加で工程マスクを製造する必要がなく、工程段階数を減らすことができ
る。また、他の平面上に形成する場合よりもパネルの厚さを薄くすることができ、フレキ
シブルパネルの実現により好ましい。
【００４２】
　基板１１０は、ガラス又はプラスチックなどの多様な材料で形成され得る。プラスチッ
クの場合には透明で且つフレキシブルな材料で形成される。
【００４３】
　ＯＬＥＤ発光部スタック３００の上面には、粘着剤（図示せず）により付着されたカバ
ーガラス４５０が置かれて下部構造を保護し、ディスプレイ表面及び生体認識表面を形成
する。
　図２では示していないが、例えば図１０に示すように、ＯＬＥＤディスプレイパネル１
０００はタッチセンサ１０１０を含み得る。
【００４４】
　上述したように、可視光センサ２１０が図２のように「インセル（ｉｎ－ｃｅｌｌ）」
として含まれることによって、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は薄い厚さを有し、
それにより減少した体積及び改善した可撓性（ｆｌｅｘｉｂｉｌｉｔｙ）を実現すること
ができる。また、ＯＬＥＤ発光部スタック３００のＯＬＥＤ３１０を生体認識のための光
源ソースとして用いることによって、別途の光源ソースを形成する必要がないため、ＯＬ
ＥＤ発光部の開口率低下を防止することができる。
【００４５】
　また、生体認識センサとして可視光センサを用いてＯＬＥＤ発光部スタック３００のＯ
ＬＥＤ３１０から出る光を用いることによって、可視光センサに入射する光量を高めるこ
とができるため、可視光センサ２１０の感度を改善することができる。従って、ＯＬＥＤ
ディスプレイパネル１０００は改善した生体認識の正確度を示す。
【００４６】
　また、可視光センサ２１０は、ＯＬＥＤ３１０と共に「インセル」として含まれること
によって、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の製造を単純化させることができる。ま
た、生体認識駆動のための別途の光源を省略することによって、ＯＬＥＤディスプレイパ
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ネル１０００を含む表示装置の電力消費を改善させることができる。
【００４７】
　図３は、可視光センサ２１０が埋め込まれたＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の動
作アルゴリズムを説明するためのフローチャートであり、図４は、一実施形態による可視
光センサ埋込有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）パネルを用いて生体認識、具体的には指紋
認識をする動作を説明するための概略図であり、図５は、各ＯＬＥＤサブピクセル（３１
０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）及び可視光センサ２１０の読み出し回路を示す図であり、図
６は、指紋認識動作及びディスプレイ表示をするためのタイミング図である。図３では、
可視光センサとして有機可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）を例示して説明する。
【００４８】
　図３～図６を参照すると、ユーザの一部分（例えば、顔、手、虹彩、指紋など）を用い
て生体認識を行うことができ、このようなユーザの一部分を以下では「認識ターゲット（
ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ　ｔａｒｇｅｔ）」という。
【００４９】
　本実施形態によるユーザの生体認識を行う方法は、ＯＬＥＤ３１０がオンされており、
表示装置に対するユーザアクセスが不可能であり、認識ターゲットがＯＬＥＤディスプレ
イパネル１０００に近接しているとの判断により、ＯＬＥＤ３１０を駆動して光３３０を
発光し、可視光センサ２１０を駆動して発光された光３３０の少なくとも一部の光がユー
ザの認識ターゲットによって反射された光２４５を検出する段階と、認識対象イメージと
認識ターゲットのイメージとの比較により認識ターゲットの認識が完了したとの判断によ
り、可視光センサ２１０をオフして表示装置に対するユーザアクセスを許可し、イメージ
を表示するようにＯＬＥＤ３１０を駆動する段階と、を有する。
【００５０】
　先ず、Ｒ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）が駆動されているか否
かを判断する（Ｓ１００１段階）。Ｒ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０
Ｂ）が駆動されていることの意味は、開始電源部スイッチング後の画面モード転換状態を
いう。Ｒ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）が消えている場合には可
視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）２１０及びＲ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３
１０Ｇ、３１０Ｂ）が作動しない（Ｓ１００２段階）。Ｒ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ
、３１０Ｇ、３１０Ｂ）が駆動されている場合にはロック装置がオンされているか否かを
判断する（Ｓ１００３段階）。ロック装置がオフされている場合にも可視光センサ（Ｖｉ
ｓセンシングＯＰＤ）２１０及びＲ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ
）もロック装置の一つの手段であるために作動しない（Ｓ１００４段階）。ロック装置が
オンされている場合にはタッチセンサがオンされているか否かを確認する（Ｓ１００５段
階）。タッチセンサがオフされている場合にも可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）
２１０及びＲ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）が作動しない（Ｓ１
００６段階）。これは待機モードではタッチされないようにして必要以上の消費電力の浪
費を防ぐためである。ロックモードでもタッチセンサがオンされている場合には、図４に
示すように指５００がＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の表面に所定時間以上（例え
ば、１秒以上）接触しているか否かを判断し（Ｓ１００７段階）、所定時間以上接触して
いる場合、可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）２１０及びＲ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（
３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）が作動する（Ｓ１００８段階）。即ち、図５及び図６に
示すように、赤ＯＬＥＤ３１０Ｒ、緑ＯＬＥＤ３１０Ｇ、青ＯＬＥＤ３１０Ｂに接続され
ているゲート線（Ｇａｔｅ　ｎ＋１、Ｇａｔｅ　ｎ＋２、Ｇａｔｅ　ｎ＋３）がターンオ
ンすると、赤ＯＬＥＤ３１０Ｒ、緑ＯＬＥＤ３１０Ｇ、青ＯＬＥＤ３１０Ｂが発光して図
４に示すように、可視検出光（反射された光２４５）が指５００の表面で反射又は散乱す
る。図５及び図６に示すように、反射又は散乱した光（２４５）が可視光センサ（Ｖｉｓ
センシングＯＰＤ）２１０で受光され、可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）２１０
に接続されたゲート線（Ｇａｔｅ　ｎ）がターンオンされて出力線（ｏｕｔｐｕｔ　ｌｉ
ｎｅ）がターンオンされると、可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）２１０に蓄積さ
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れた信号が出力線（Ｏｕｔｐｕｔ）を介して出力される。出力信号はイメージプロセッサ
を経て指５００の指紋イメージが取得され、これにより指紋認識を行うことができる。発
光部は、それぞれ赤、緑、青を発光するが、可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）２
１０は可視光全領域の光を吸収する。これは、赤、緑、青のそれぞれを吸収する場合より
も、低周波数（ｌｏｗ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）でフーリエ変換をしたとしても、デジタル
イメージプロセッシングの結果物がより鮮明である長所がある。次に、指紋認識が完了し
たか否かを判断し（Ｓ１００９段階）、指紋認識が完了した場合には、可視光センサ（Ｖ
ｉｓセンシングＯＰＤ）２１０及びＲ／Ｇ／Ｂ　ＯＬＥＤ（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０
Ｂ）をオフし（Ｓ１０１０段階）、ロック装置もオフ（Ｓ１０１１段階）する。その後、
赤ＯＬＥＤ３１０Ｒ、緑ＯＬＥＤ３１０Ｇ、青ＯＬＥＤ３１０Ｂに接続されたゲート線（
Ｇａｔｅ　ｎ＋１、Ｇａｔｅ　ｎ＋２、Ｇａｔｅ　ｎ＋３）及びデータ線をターンオンし
て、赤ＯＬＥＤ３１０Ｒ、緑ＯＬＥＤ３１０Ｇ、青ＯＬＥＤ３１０Ｂをターンオンするデ
ィスプレイ表示部の駆動Ｓ１０１２段階により一般的なディスプレイ表示を行う。指紋認
識が完了していない場合には、ロック装置が再びオンされ（Ｓ１０１３段階）、再びＳ１
００５段階に移って動作する。
【００５１】
　図３では、生体認識の対象として指５００の指紋を例示したが、指掌紋、虹彩、網膜、
顔面などの多様な認識ターゲット生体認識に適用することができることは勿論である。
【００５２】
　図１～図６を参照して説明した可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルの場合、
生体認識のための別途の光源ソースを形成せずにＯＬＥＤをそのまま光源ソースとして用
いるため、ＯＬＥＤ発光部の開口率の低下を防止することができる。また、可視光センサ
をＯＬＥＤ発光部の開口率に影響を及ぼさない非発光領域の下部に積層構造で形成するた
め、ＯＬＥＤ発光部の開口率をそのまま維持することができる。また、生体認識センサに
可視光センサを用いるため、入射する光量を最大にすることができ、生体認識の正確度又
は効率を向上させることができる。可視光センサを有機物質で形成するため、曲げられる
か又は伸縮性を有するように製作することができる。従って、フレキシブル表示装置の実
現が容易であり、表示装置の携帯性及び汎用性を向上させることができる。
【００５３】
　図７は、他の実施形態による可視光センサ埋込有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）パネル
の発光部のピクセルレイアウトを示す概略図であり、図８は、他の実施形態による可視光
センサが埋め込まれたＯＬＥＤディスプレイパネルの断面図である。
【００５４】
　図７及び図８に例示する他の実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパ
ネル２０００は、ＯＬＥＤ発光スタックと同一平面内に可視光センサを含む。
【００５５】
　ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、ＯＬＥＤ発光部スタック３００及び駆動スタ
ック１００が積層された構造である。ＯＬＥＤ発光部スタック３００は、それぞれ異なる
波長の色（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を発光するサブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）が集
まって一つのピクセル（Ｐｘ）を構成し、このようなピクセル（Ｐｘ）が行列で繰り返し
て配列される。従って、可視光センサ２１０は各ＯＬＥＤサブピクセル（Ｓｕｂ－Ｐｘ）
の間の非発光領域８００又は緑ＯＬＥＤ位置９００のうちの一部に形成される。
【００５６】
　図７及び図８に例示するＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、画面解像度が２２２
０×１０８０（ＦＨＤ）以下の解像度を有するパネルであり、サブピクセル（Ｓｕｂ－Ｐ
ｘ）の間の開口率が４０％以下である場合に適合する。しかし、必ずしも本解像度及び開
口率に制限されるものではない。
【００５７】
　ＯＬＥＤ発光部スタック３００は、イメージをディスプレイするための領域であると同
時に生体認識のための光を発光する領域である。可視光センサ２１０は、ＯＬＥＤ発光部
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スタック３００を構成するＯＬＥＤ３１０と同様に有機光ダイオードからなる。この場合
、ＯＬＥＤ３１０及び可視光センサ２１０の上部電極は半透過電極であり、下部電極は反
射電極で形成される。例えば、上部電極は、ＭｇＡｇ、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌなどで形成され
る。下部電極は、Ａｌ、Ａｇ、Ｍｏ、ＡｌＮｄ、Ｍｏ／Ａｌ／Ｍｏ、ＴｉＮ、ＩＴＯ／Ａ
ｇ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ａｌ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ｍｏ／ＩＴＯなどで形成される。また、可
視光センサ２１０を構成する可視光吸収層は、上述の実施形態と同様に可視光線全領域に
亘って可視光を吸収する有機物質で形成される。例えば、スクアライン（ｓｑｕａｒａｉ
ｎｅ）系、Ｄ－π－Ａ系、ボディパイ（Ｂｏｄｉｐｙ）系、フタロシアニン（Ｐｈｔｈａ
ｌｏｃｙａｎｉｎｅ）系などの物質で可視光吸収に適切なあらゆる物質が使用される。具
体的な説明は上述した通りである。
【００５８】
　図７及び図８に例示したＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の指紋認識動作は、図３
～図６を参照して説明したものと同様の方式で行われるため、その説明を省略する。
【００５９】
　図１～図８を参照して説明した可視光センサ２１０の場合、可視光を吸収する有機光ダ
イオードを例示して説明したが、可視光センサ２１０は、ａ－Ｓｉ基盤のＰ－Ｉ－Ｎ光ダ
イオード、ｐｏｌｙ－Ｓｉ基盤のＰ－Ｉ－Ｎ光ダイオード、ＣＩＧＳ（Ｃｕ、Ｉｎ、Ｇａ
、Ｓｅ）光ダイオード（ＩＩＩ－Ｖ光ダイオード）、又はＣｄ－Ｔｅ光ダイオード（ＩＩ
－ＶＩ光ダイオード）で実現することができる。
【００６０】
　図９Ａ～９Ｃは、一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネル１０
００を含むスマートフォン１１００の概略図である。
【００６１】
　本実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００において、図
９Ａは指５００の指紋を認識する場合を、図９Ｂは虹彩１５００を認識する場合を、図９
Ｃは顔面２５００を認識する場合をそれぞれ示す。
【００６２】
　図９Ａ～９Ｃでは、表示装置の一例としてスマートフォン１１００を例示したが、スマ
ートフォン１１００以外に、可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００を採
用するマルチメディアプレーヤーやタブレットＰＣなどに適用することができるだけでな
く、ＴＶなどのスクリーンにも適用することができる。
【００６３】
　図１０は、一実施形態によるタッチセンサを含む可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレ
イパネルを示す断面図である。図１０の断面図は、図１のＯＬＥＤディスプレイパネル１
０００をＩＩ－ＩＩ’線に沿って切った断面を例示的に示す図である。
【００６４】
　図１０を参照すると、一例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００はタッチセン
サ１０１０を含む。タッチセンサ１０１０は、カバーガラス４５０とＯＬＥＤ発光部スタ
ック３００との間に位置するが、これに限定されるものではない。例えば、カバーガラス
４５０はタッチセンサ１０１０とＯＬＥＤ発光部スタック３００との間に位置し、ＯＬＥ
Ｄ発光部スタック３００はカバーガラス４５０とタッチセンサ１０１０との間に位置し得
る。
【００６５】
　タッチセンサ１０１０は、駆動部１００内の素子（例えばトランジスタ）に電気的に接
続される一つ以上のセンサ電極（図示せず）を含む。一つ以上のセンサ電極は、例えば透
明又は不透明電極であり、例えばＩＴＯ、ＺｎＯ、ＩＺＯ、カドミウムスズ酸化物（ＣＴ
Ｏ）、グラフェン、カーボンナノチューブ、金属などを含むが、これに限定されるもので
はない。
【００６６】
　一例として、タッチセンサ１０１０は、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の所定ピ
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クセル（Ｐｘ）に接触した認識ターゲット（例えば指５００）に基づいて一つ以上の信号
を発生する。従って、認識ターゲットに接触された所定のピクセル（Ｐｘ）はタッチセン
サ１０１０により発生した一つ以上の信号処理に基づいて判断される。このような信号処
理及び決定は、図１３を参照して説明する処理回路によって実現することができる。
【００６７】
　図１０は可視光センサスタック２００がＯＬＥＤ発光部スタック３００と基板１１０と
の間に位置するＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の例として説明したが、タッチセン
サ１０１０は、図７及び８を参照して説明したように、ＯＬＥＤ発光部スタックに隣接す
る非発光領域に可視光センサが配置されたＯＬＥＤディスプレイパネルにも同様に適用す
ることができる。
【００６８】
　図１１Ａ～１１Ｃは、一実施形態による赤外光発光部及び赤外光センサを含む可視光セ
ンサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを示す断面図である。
【００６９】
　図１１Ａ～１１Ｃを参照すると、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、上述したＯ
ＬＥＤ３１０及び可視光センサ２１０に加え、赤外光発光部３１０ＩＲ及び赤外光センサ
２１０ＩＲを更に含む。例えば、赤外光発光部３１０ＩＲは近赤外光（ＮＩＲ）発光部を
含み、赤外光センサ２１０ＩＲは近赤外光（ＮＩＲ）センサを含む。一例として、ＯＬＥ
Ｄディスプレイパネル１０００は、基板１１０の上に位置して赤外光３３０ＩＲを発光す
る赤外光発光部３１０ＩＲを含み、基板１１０の上に位置して赤外光３３０ＩＲのうちか
ら認識ターゲットによって反射された少なくとも一部の反射光２４５ＩＲを検出する赤外
光センサ２１０ＩＲを含む。
【００７０】
　赤外光発光部３１０ＩＲは、ＯＬＥＤ３１０により発光された光３３０と同じ方向にＯ
ＬＥＤディスプレイパネル１０００から赤外光３３０ＩＲを発光し、赤外光センサ２１０
ＩＲは反射された赤外光２４５ＩＲを検出する。
【００７１】
　図１１Ａ～１１Ｃを参照すると、赤外光発光部３１０ＩＲ及び赤外光センサ２１０ＩＲ
は、上述した図１～８に示すＯＬＥＤ３１０及び可視光センサ２１０の構成と同様に、Ｏ
ＬＥＤディスプレイパネル１０００に埋め込まれる。例えば、図１１Ａ～１１Ｃを参照す
ると、赤外光発光部３１０ＩＲはＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の一つ以上のピク
セル（Ｐｘ）内のＯＬＥＤ発光部スタック３００に含まれ、赤外光センサ２１０ＩＲはＯ
ＬＥＤ発光部スタック３００に隣接する非発光領域８００と基板１１０との間に位置し、
一つ以上のＯＬＥＤ３１０に隣接する非発光領域８００内に位置する。
【００７２】
　図１１Ａ～１１Ｃを参照すると、赤外光発光部３１０ＩＲ及び／又は赤外光センサ２１
０ＩＲは、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の可視光センサ２１０が配置されたピク
セル（ｐｘ）と他のピクセル（Ｐｘ）との間に含まれる。これにより、ＯＬＥＤディスプ
レイパネル１０００の赤外光発光部３１０ＩＲ及び／又は赤外光センサ２１０ＩＲを含む
所定のピクセル及び／又はサブピクセルは可視光センサ２１０を含まなくてもよい。一方
、赤外光発光部３１０ＩＲ及び／又は赤外光センサ２１０ＩＲは、可視光センサ２１０が
含まれるピクセル（Ｐｘ）に含まれ得る。
【００７３】
　赤外光発光部３１０ＩＲは、第１電極３１３ＩＲ、第２電極３１５ＩＲ、及び赤外線波
長領域（例えば、約８００ｎｍ～１５００ｎｍ）の光を発光する有機発光層３１１ＩＲを
含む。有機発光層３１１ＩＲは赤外線波長領域の光を発光するあらゆる公知物質を含む。
【００７４】
　赤外光センサ２１０ＩＲは、第１電極２１３ＩＲと第２電極２１５ＩＲとの間に位置し
て赤外線波長領域の光を吸収する有機吸光層２１１ＩＲをむ。有機吸光層２１１ＩＲは赤
外線波長領域の光を吸収するあらゆる公知物質を含む。
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【００７５】
　一例として、赤外光発光部３１０ＩＲを含む所定のピクセル（Ｐｘ）は、ＯＬＥＤディ
スプレイパネル１０００の赤、緑、及び青サブピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ
）を含むピクセル（Ｐｘ）と同じ（共通の）ピクセル（Ｐｘ）内に含まれる。しかし、図
１１Ａ～１１Ｃに示す実施形態を含む一部の例では、一つ以上のピクセル（Ｐｘ）はサブ
ピクセル（３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ）の一つのうちの赤、緑、又は青ＯＬＥＤ３１
０の代わりに赤外光発光部３１０ＩＲを含む。このような赤外光発光部３１０ＩＲを含む
ピクセル（Ｐｘ）は、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のピクセルアレイの全体ピク
セルのうちの一部であり、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のピクセルアレイの全体
面積のうちの一部である。
【００７６】
　図１２は、一実施形態による他の光センサの構成を有する可視光センサ埋込ＯＬＥＤデ
ィスプレイパネルを示す概略図である。
【００７７】
　ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のピク
セル（Ｐｘ）アレイを含み、各ピクセル（Ｐｘ）は少なくとも一つのＯＬＥＤ発光部を含
む。このようなピクセル（Ｐｘ）が配列されたピクセルアレイはＯＬＥＤディスプレイパ
ネル１０００の全ての領域に位置する。従って、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は
、基板１１０の上に位置するＯＬＥＤ３１０アレイ及び光センサ（２１０、２１０ＩＲ）
アレイを含む。
【００７８】
　図１２を参照すると、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００のピクセルアレイは、ＯＬ
ＥＤディスプレイパネル１０００の複数の領域（１２０１～１２０６）に位置する。各領
域（１２０２～１２０６）はＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の全体面積の一部又は
全体である。
【００７９】
　図１２を参照すると、ピクセルアレイはＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の全体領
域である第１領域１２０１に位置する。第１領域１２０１に位置する各ピクセル（Ｐｘ）
はＯＬＥＤ発光部スタック３００の少なくとも一つのＯＬＥＤ３１０を含む。即ち、ＯＬ
ＥＤ発光部スタック３００は第１領域１２０１に位置する各ピクセル（Ｐｘ）内に含まれ
、ＯＬＥＤ３１０アレイは第１領域１２０１の全体に亘って位置する。
【００８０】
　図１２を参照すると、ピクセルアレイは第１領域１２０１に重なる第２～第４領域（１
２０２～１２０６）に位置し、第２～第４領域（１２０２～１２０６）は第１領域１２０
１内に含まれる。第２～第４領域（１２０２～１２０６）は第１領域１２０１よりも小さ
く、第２～第４領域（１２０２～１２０６）は合わせて第１領域１２０１を定義する。
【００８１】
　第２～第４領域（１２０２～１２０６）は、それぞれ異なる構成の発光部及び発光セン
サを含む。例えば、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の第２領域１２０２内の各ピク
セル（Ｐｘ）は一つ以上のＯＬＥＤ３１０を含み、例えば図１～８で示す実施形態のうち
の一つで説明した一つ以上の可視光センサ２１０を更に含む。またＯＬＥＤディスプレイ
パネル１０００の第２領域１２０２内の各ピクセル（Ｐｘ）は、赤外光発光部３１０ＩＲ
又は赤外光センサ２１０ＩＲを含まない。一例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０
００の第３領域１２０４内の各ピクセル（Ｐｘ）は、一つ以上のＯＬＥＤ３１０を含み、
一つ以上の可視光センサ２１０及び／又は一つ以上の赤外光センサ２１０ＩＲを更に含む
。一例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の第３領域１２０４内のピクセル（
Ｐｘ）は、一つ以上のＯＬＥＤ３１０を含む第１パターンのピクセル（Ｐｘ）を含み、一
つ以上のＯＬＥＤ３１０以外に一つ以上の赤外光センサ２１０ＩＲ及び／又は一つ以上の
赤外光発光部３１０ＩＲを更に含むが、可視光センサを含まない第２パターンのピクセル
（Ｐｘ）を含む。一例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の第３領域１２０４
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の各ピクセル（Ｐｘ）は、一つ以上のＯＬＥＤ３１０を含み、一つ以上の赤外光センサ２
１０ＩＲ及び／又は一つ以上の赤外光発光部３１０ＩＲを更に含むが、可視光センサ２１
０を含まない。一例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の第４領域１２０６内
のピクセル（Ｐｘ）は、一つ以上のＯＬＥＤ３１０を含むが、可視光又は赤外光センサ（
２１０、２１０ＩＲ）を含まない。第３及び第４領域（１２０４、１２０６）内の一つ以
上のピクセル（Ｐｘ）は、第２領域１２０２内の各ピクセル（Ｐｘ）に含まれる一つ以上
のＯＬＥＤ発光部に加え、又はその代わりに一つ以上の赤外光発光部２１０ＩＲを含む。
【００８２】
　即ち、ＯＬＥＤ３１０アレイは第１領域１２０１に位置し、可視光センサ２１０アレイ
は、第２領域１２０２に位置するが、第３又は第４領域（１２０４、１２０６）に位置し
なくてもよい。従って、少なくとも第３領域１２０４は少なくとも一つのＯＬＥＤ３１０
を含むが、可視光センサ２１０を含まない。また、赤外光発光部３１０ＩＲアレイと赤外
光センサ２１０ＩＲアレイは、第１領域１２０１の少なくとも一部に位置し、例えば、第
２領域１２０２に位置しないか、第３領域１２０４及び／又は第４領域１２０６に位置し
ないか、第３領域１２０４にのみ位置するか、又はこれらの組み合わせである。
【００８３】
　一例として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の第２～第４領域（１２０２～１２
０６）内の発光部及び／又は光センサは、生体認識動作時に異なって駆動される。例えば
、生体認識動作は、認識ターゲット（例えば指紋）が第２領域１２０２内の一つ以上のピ
クセル（Ｐｘ）に接触したとの判断に基づいて少なくとも部分的に行われる際に、第２領
域１２０２内の一つ以上又は全てのピクセル（Ｐｘ）のＯＬＥＤ３１０及び可視光センサ
２１０が発光するか又は入射光を感知するように駆動し、第３及び第４領域（１２０４、
１２０６）内の一部又は全部の発光部及び発光センサを駆動しない。これにより、電力消
費を減らすことができる。一例として、認識ターゲット（例えば顔又は虹彩）がＯＬＥＤ
ディスプレイパネル１０００の一つ以上の光センサに近接したとの判断に基づいて生体認
識動作が行われる際に、生体認識動作は、第３領域１２０４内の赤外光発光部及び赤外光
センサ（３１０ＩＲ、２１０ＩＲ）が発光するか又は入射光を検出するように駆動し、第
２、第３、又は第４領域（１２０２、１２０４、１２０６）内の一部又は全部のＯＬＥＤ
発光部及び光センサを駆動しない。これにより、電力消費を減らすことができる。
【００８４】
　一例として、第２～第４領域（１２０２－１２０６）は、多様な形状及び大きさを有す
る。図１２で、例えば第２領域１２０２はＯＬＥＤディスプレイパネルの中心（Ｃ）（又
は、第１領域１２０１の中心）を含む。また、第２領域１２０２はＯＬＥＤディスプレイ
パネル１０００のエッジ（Ｅ）の中の一つまで拡張されない。一例として、第２領域１２
０２はＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の一つ以上のエッジ（Ｅ）に拡張される。一
例として、図１２に示す例を含む第３領域１２０４は第２領域１２０２を完全に囲み、第
２領域１２０２の全ての側面とＯＬＥＤディスプレイパネル１００１の全てのエッジ（Ｅ
）との間に位置する。
【００８５】
　図１２を参照すると、第３及び第４領域（１２０４、１２０６）は、同じ（共通の）輪
形状を有し、第２領域１２０２を同心で囲む。例えば、第３及び第４領域は他の形状を有
し、第２領域１２０２の他の部分を部分的に囲んでもよい。
【００８６】
　ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、図１２に示すものとは異なる大きさの領域を
含み得る。例えば、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、全てのピクセル（Ｐｘ）が
同じ構成のＯＬＥＤ発光部と可視光センサを含む単一領域１２０１に限定される。他の例
として、ＯＬＥＤディスプレイパネル１０００は、より多くの領域を含み、それぞれが互
いに異なる発光部及び光センサの構成を含むピクセル（Ｐｘ）を含む。他の例として、第
４領域１２０６は、別途の領域として存在せずに、第３領域が第１領域１２０１とＯＬＥ
Ｄディスプレイパネル１０００のエッジ（Ｅ）との間で拡張されてもよい。
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【００８７】
　図１３は、一実施形態による可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを含む表示
装置を示すブロック図である。
【００８８】
　図１３を参照すると、表示装置１３００は、バス１３１０、プロセッサ１３２０、メモ
リ１３３０、及び一つ以上のＯＬＥＤディスプレイパネル１３４０を含む。一例として、
表示装置１３００は一つ以上の付加装置１３５０を更に含む。プロセッサ１３２０、メモ
リ１３３０、及び一つ以上のＯＬＥＤディスプレイパネル１３４０は、バス１３１０を介
して互いに信号を伝達する。
【００８９】
　一つ以上のＯＬＥＤディスプレイパネル１３４０は、上述した実施形態のうちの一つの
可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルである。
【００９０】
　プロセッサ１３２０は、論理回路を含むハードウェア、プロセッサ実行ソフトウェアの
ようなハードウェア／ソフトウェアの組み合わせ、又はこれらの組み合わせのような一つ
以上の処理回路（ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ）を含み得る。例えば、処
理回路は、中央処理回路（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ：ＣＰＵ）
、算術論理演算装置（ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｌｏｇｉｃ　ｕｎｉｔ：ＡＬＵ）、デジタ
ル信号プロセッサ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、マイクロコ
ンピュータ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ：ＦＰＧＡ）、システムオンチップ（Ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ
－Ｃｈｉｐ：ＳｏＣ）、プログラマブルロジックユニット（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　
ｌｏｇｉｃ　ｕｎｉｔ）、マイクロプロセッサ（ｍｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、特定
用途向け半導体（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　
ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）等である。一例として、処理回路は非一時的なコンピュータ
読み取り可能な記録媒体（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｒｅａｄ
ａｂｌｅ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｄｅｖｉｃｅ）を含む。
【００９１】
　図３～図６を参照すると、プロセッサ１３２０は、図３のフローチャートの動作アルゴ
リズムにおける一部又は全部の動作のうちの一部又は全部を実現することを含み、一つ以
上の可視光センサ２１０が埋め込まれたＯＬＥＤディスプレイパネル１０００の機能を部
分的に又は全体的に実現する。例えば、可視光センサ埋込ＯＬＥＤディスプレイパネルを
用いた指紋認識のような生体認識の動作を行って、図６のタイミング図により信号を送信
及び／又は受信する。従って、プロセッサ１３２０は、一つ以上のイメージをディスプレ
イするために一つ以上のＯＬＥＤディスプレイパネル１３４０のディスプレイ動作を制御
するか、或いはＯＬＥＤディスプレイパネル１３４０に埋め込まれた一つ以上の光センサ
に基づいて実現する生体認識動作を制御する。
【００９２】
　一つ以上の付加装置１３５０は、一つ以上の通信インターフェース（例えば、無線通信
インターフェース、有線インターフェース）、ユーザインターフェース（例えば、キーボ
ード、マウス、ボタンなど）、電源供給及び／又は電源供給インターフェース、又はこれ
らの組み合わせである。
【００９３】
　メモリ１３３０は指示プログラムを保存し、プロセッサ１３２０は保存された指示プロ
グラムを実行して一つ以上の生体認識動作を含む表示装置１３００及び／又は一つ以上の
ＯＬＥＤディスプレイパネル１３４０に関連する機能を行う。
【００９４】
　本明細書で説明したユニット及び／又はモジュールは、ハードウェア構成要素及びソフ
トウェア構成要素を用いて実現することができる。例えば、ハードウェア構成要素はマイ
クロフォン、増幅器、帯域通過フィルタ、オーディオデジタル変換器、及び処理装置を含
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む。処理装置は、算術、論理、及び入出力動作を行うことによってプログラムコードを実
行及び／又は実行するように構成された一つ以上のハードウェア装置を用いて実現するこ
とができる。処理装置は、プロセッサ、コントローラ及び算術論理ユニット、デジタル信
号プロセッサ、マイクロコンピュータ、フィールドプログラマブルアレイ、プログラマブ
ルロジックユニット、マイクロプロセッサ又は命令に応答して命令を実行する任意の他の
装置を含み得る。処理装置は、オペレーティングシステム（ＯＳ）及びオペレーティング
システムで実行される一つ以上のソフトウェアの実行に応答してデータをアクセス、保存
、作動、処理、及び生成することができる。
【００９５】
　ソフトウェアは、コンピュータプログラム、コード、命令、又はこれらの組み合わせを
含み、処理装置を所望する通りに動作するように独立的又は集合的に指示及び／又は構成
することによって処理装置を特殊の目的に変換することができる。ソフトウェア及びデー
タは、機械、部品、物理的又は仮想的装備、コンピュータ保存媒体又は装置、又は処理装
置に命令又はデータを提供するか解釈できる信号波を介して永久的に又は一時的に実現す
ることができる。ソフトウェアはまたネットワークで連結されたコンピュータシステムに
より分散してソフトウェアが分散方式で保存されて実行することができる。ソフトウェア
及びデータは一つ以上の非一時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒体によって保存さ
れ得る。
【００９６】
　上述した例示的な実施形態による方法は、上述した例示的な実施形態の多様な動作を実
現するためのプログラム命令を含む非一時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記
録され得る。保存装置は、またプログラム命令、データファイル、データ構造などと単独
又は組み合わせて含み得る。保存装置に記録されるプログラム命令は本実施形態のために
特に設計されたものなどであるか又はコンピュータソフトウェアの当業者に公知されて使
用できるものであり得る。非一時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒体の例には、ハ
ードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ
－ＲＯＭディスク、ＤＶＤ、及び／又はブルーレイディスクのような光学媒体、光ディス
クのような光磁気媒体、ＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリのようなプログラム命令を保
存して実行するように構成されたハードウェア装置などを含み得る。上述した装置は上述
した実施形態の動作を行うために一つ以上のソフトウェアモジュールとして動作するよう
に構成され得る。
【００９７】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照しながら詳細に説明したが、本発明は、上
述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲内で多
様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００９８】
　１００　　駆動部（駆動スタック）
　１１０　　基板
　１２０ａ　　ＯＬＥＤ用ＴＲアレイ
　１２０ｂ　　可視光センサ用ＴＲアレイ
　１４０　　多層配線層
　１５０　　層間絶縁膜
　２００　　可視光センサスタック
　２１０　　（有機）可視光センサ（ＶｉｓセンシングＯＰＤ）
　２１０ＩＲ　　赤外光センサ
　２１１　　可視光吸収層
　２１１ＩＲ　　有機吸光層
　２１３、２１３ＩＲ、３１３、３１３ＩＲ　　第１電極（下部電極）
　２１５、２１５ＩＲ、３１５、３１５ＩＲ　　第２電極（上部電極）
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　２４０、２５０、３５０、３６０　　絶縁層
　２４５　　反射された光
　２４５ＩＲ　　反射光
　３００　　ＯＬＥＤ発光部スタック
　３１０　　ＯＬＥＤ
　３１０Ｒ、３１０Ｇ、３１０Ｂ　　赤、緑、青サブピクセル
　３１０ＩＲ　　赤外光発光部
　３１１、３１１ＩＲ　　有機発光層
　３３０　　光
　３３０ＩＲ　　赤外光
　４５０　　カバーガラス
　５００　　指
　８００　　非発光領域
　９００　　緑ＯＬＥＤ位置
　１０００、１３４０　　ＯＬＥＤディスプレイパネル
　１０１０　　タッチセンサ
　１１００　　スマートフォン
　１２０１、１２０２、１２０４、１２０６　　第１～第４領域
　１３００　　表示装置
　１３１０　　バス
　１３２０　　プロセッサ
　１３３０　　メモリ
　１３５０　　付加装置
　１５００　　虹彩
　２５００　　顔面
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